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i立ひ〈一層の京1J:%kと機会とを与えてL、心。 }!¥ オ）

h，卜l：会変則1JJ;lj,J)i品古L1；中で‘小役人による小向
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不/110ιのはくどいな資店主を，おrt旨i！手掛がJI'.:時との政
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員if,J,JJとii'iしド） Iいた｜斗限ぃ、ノl,;／）共犯によふ｝島民主

まで，後進l当主体としてみれば，
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それら ！｝）lj Iでインドの政治腐敗はとtH¥'1的ぶどう

イ、うf:li／＇，＇づけが T1f徒であろうか。
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構造、政治丈化など tiバタi)＇＼、により、 主fこl,i］じll,!
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定のもの／こけ ；J:' 十：慢な Jj；，態と LC現われてい
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政if,

fンドにむける開敗類型およびそれの発生を支

える基盤をIIJ.j，〕かにし，その特色を浮きぼりにす

るためには，先進資本主義kti，社会主兵同のjお敗

；こっL、Cしたといj肢に， f也の後iJi:¥El (I ) !/!S Wz:の場介

との比較！九，・J;/J ~；）止11° と f，必要であら。 しかしんmヵ：

ら資料の問係ですべての後進出との比較は困難で
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そこで以下には，腐敗関係の資料が他と較べζ

はるかに！妥備しており，後進国型腐敗の典型的な

ケー." IJ；なられる1qとしてインドネシアを代表的
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d：、をlltH>-f，お11民地の人的・物的資源のi以存と本

I i、iび111fJ,W，および資本のための市場確保を窮極のfl

！ねにしてL、た以i：‘ その↓i1'{Jに什致するように統

/Tl憐構を，1笠ji'lしたG 本li.lUlj｝；市［！の導入とそ （｝）’支施

IHI，教育ii]！］／主：山導入の仕方についてれ同様の二土

2‘＇ .. 刀‘」、；Jこも〉。 こJLカヘノ，I I v)jをj立諸いおこt;ft .:., rr~1 Wz 

の現われJnこ＇J今えた；影響は大きいり
」.）の例として，イン｜、じ〆 γの統治機構をと

ってみよう 0 ,j) ＞ヲ支配ドに， その本同v>ttiM

ヵヲ；i；分以JにもちこまjLたが， itによら支配i上、 tl/{

iで1"'iの権益保識と徴悦~l i't'-J＇こ｛：；－致？と与1111りVt5＇.、

仁実視をみた。インドードシア山大部分が封建的ーベ

ルケン努力のrr{J接支両己1，・におかれ， fi)jJ止代的熊沢

立川、支配したか （，＇ 111 !i引火授、の＂， h'f谷が妓｛・lLあUt 

た【il1 ）。他民地政府の！，~~， J11；などi也）iレパノl(I) 

氏｛壬；苫は， オランダiこ協力的な土候・：長族の子弟

（を士見il:l（員会長学校で教育して）から採用した。中央

！｝）オ 7ング政Yi二の中堅幹部ケラスはインドオとよ

はれるオフンタ人とインドネシア人の混血者j旨か

ら占;;En!した。このようにオランゲが導入した古吏

主主｝丹市I］は， ttl：襲制的かつコミュ「ルな性格が強ヵ、

つ ！，二カ、＼ このことは大衆の政治的無関心の維持に

ft献した。インドネキアが独立LたII寺，支配の末

端を支えてきたこjl＜＇》の肘の大部分は追放さ jした

が， ＂Niしい権力のHIい千回に，近代的官僚機構運
営の技術的支たは広礎的実務の経験者はれ土 kt
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起こり，官僚機枯起営υj非能率，分職志識や規iド

の欠如が今日までも尾をひいてし、ると L、われる。

これが腐敗発生の一つの温床にたっている i

こhi，：対Lて、 イシドでは1!ln',:, =-'1t:・ゐ主でに十II

、LI数（／）告が11［披 fべ、リス柏：民地政｝i' ti）行政になJJII

し， J!lb＇！~後七多くがそ山職にとと主》にかり近代

的行政干続さの経験の継承がなさ，／1.,た裁、111所，

議会のj軍営仁 J ) ＂ιても1，司様であっ／こ。 Lか L. J耳f
営の非能率，会職智識や規律の欠如に1f司来する腐

敗が全くなL、わけ--cf仁L、ことは、これ主ですでに

みた通りである。

(:l）紅済祥地とIi＋＼敗

:;,t業格造， f；千済状態、！規発の基本路線， とりわ

けシト国日本を含む1111発資金山運用じ問注し／.二腐敗

の多い三とが後進悶に共通するバ〉の特色lにな r ' 

ている。

相自民地支配下の収奪の結果，今日におい℃も第

一次産業生除いて民業i二般のう長展；t余りみ心／Lた

いi 工業ボ吸llzしなる労働力i土:J1・，：；；；に1,1リ,;I1亡し、

て人口の封書1］が農村に府住していf、こいかれ．際

村内における就業機会獲得競争がとくにi放しく，

そこに腐敗をおこしゃ1ぃ糸件をつく川ている。

独立後， .tくの困ii'、U、わ；少乙i1;.J家｛CJト；，叩
をj；／（用し， l事付企業を(jiJ;変L之が、生戸f面ki司桜

に雇用（／）日riで／；，げ Cv、ら成果it決lて山、んtfしく

なし、（

川インドネシアでは，産業の発展はインドよ

りはるかに遅れているので，濯用機会が相対的に

も絶対的にも少なく，ミのため軍隊および官僚機

構l二必要以上の人口が殺到している。インドの官

僚機構には，官員制が行年わiLているが，イ：ノド

ネシアではそれが実施されず恨の，し、わばインド

ネシア型社会福祉おkび統制に傾斜｜た政策が一

買しと続tjらJL ・( L’くi品保℃，オヌン夕、統治下の

5 f,；にも人員が増加したα 尖際tこは，その4分の

1 c-十分であるとし、われる。しかも，官吏の給与

は（氏く拘］えらj1.,ている。このごとがインドネシア

における中・下級レベノレのやr~の小規模な腐敗の

一山 ltl1絡な糸盤にな｝てL、る。さらに， { L ト

ネ〉アぜ）経済状態7）、A 出，小｝：＼！.t実／，（腐敗の発生i
tl'lfi1を泊、けてし、る。たとえt二f，ジャかノレタにおける

生ill費指数、は1957ft三3月～58if2乃を 100とする

と， 1967年の同期には56万7088と約5670倍の上昇

をみているが，これに対する官吏の給与改訂は，全

く）－：：情に ｛；－－わないわずかのものであった（／U Jo こ

のよ）な fンノレーションの急速な進行とあいま

って，あじゅゐレパル(7)1¥吏，とくに各種の店、・

許可権を掘る官吏による汚職が，一種の家計維持

的技術として日常化し定着化してくる必然性があ

ると粍‘えらjもる。インドにおいてもインフレーシ

ヨLの進行がtil・1－・級官吏の生活を脅やかし亡い

る l•Jl同rnであるが，腐敗を家計維持的技術{I：す

るほど急、i敗にではない。

所l'fl¥iこ〆）し、ても間隙のことがし、える， 1958年以

降，｜日常企業の責任者に天下りした宗汁二の将軍が

その企業ω財政をす 1品、り食L、つぶし｛波rl?＞，導い

にり‘海軍が1]（鑑を千lj用して宿輪貿易tこ従事；Lた

り（ff4 ＞， 士た各市団民（一つの七回のi：の上ろな存在）

が部下を養い続けるために組織を動員して資金集

めを行ない（注5），また官僚機構の末端を握った軍

人がせのホストを役得の手段として濫用し（注6)'

主らに兵隊がその銃を犯罪目的lこ売却または貸し

Illし℃貸｛昔料をとるとヤったケース慌7)さえ伝え

られ〈いる。議会民主制の下で文民支配（Civilian

Control）に成功してきたインドではこれまで軍部に

よる上述のような腐敗は起こるべくもなかった。

次／，：，此業構造ーのj：で最大のシにアをもっ捻業
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i L 1 ＞いこJ口、ζ 七，外？えが大l1tにj恋人し亡く；；，

:iO{i ・ .J~ !9JUl,2手！お＼！＇，（ Ul政H・Jに和jLいもび）が／Jはわ J》て

,, • ;;) ,, J去i守｛；－ L. ＇ごいみれ

（ご） l,戸》と 4》二 7した！品Hl!x:のt台j三｛頃1>',J；てk、；一j一J〉

Jtl、l'l

iJ、スハノレト大統悩i士、 197（尚三ニ；れ、ってから、

11）！［故撲滅，1Mlllt主L；ニャ通称， IJL]人Ht会）を；；党t"i'.しラ

仁fご叶r,i.,¥Jiといわれどこれ主での汚職関係法（!i(I

:q・(:;1＇.｝）を己 Y:11tるおi）去’奈を，t,;~，：したげ； iO ノh t 

fて. 111公n11企業i～rtamina刊；J!i!fJ:、；JjlJ定ωための
をは三（d,FF8 JJにぷi汽L, l,iHをは会に法案を作

成主ぜているつ竺人じ， 1，，］年計 ）！ ，スハルト大統

（阪は，ほJjf,{？では全：tむF級以上の政H'.J?.',i fr .n上び
,H将以｜：のす…亡の’ボ将校にみi して司 T:lfJ~ば 1'{;lfl 

;1；全指令したk

1,,J大統領に上れば、 ［汚職に対L, fi8年汚職撲

滅がf(Tl'K）をはけ検事総長に権限を付与し，また

出年来TI》4なる汚職事件解決班を設けたc的年に

1 H{!J: 0）汚職を摘発，う fコ90件に判決をドL，この

行方、：tlf'I：が寄.L1!1q1であふ。また，＇.？ YftJ：ーの安i輸事件

を摘廷したの 70年は 7n 19口までに45件の汚職に
判決全iごしたり二のほか，日位年lj奪，たJjt，： どに



kる行政処分も多数あり、たとえば司問m・消費
税局 138人、税務局 118人，国営銀行250人などが

ある。 固い・jと言う（注II)。これら措置の実際の腐

敗撲滅効果は‘将来をみない限り何ともいえなし、

が，腐敗発生のメカニズムをちえ 0と， :;F,IJ期待

はできそうになレη ただし、以上かハみる限り，

スハル卜体制下においてインドネシアにおける腐

敗の存在形態に大きな変化が起こりつつあるよう

にみえる仰12）。同様のインドにおける反腐敗のと

りくみにつし、ては本稿の末節に詳述する。

(4) 外国援助と腐敗

ここでわれわれはあらためて，後進国における

腐敗の形態と，メカ二ズムの特殊性を形成する要

素，すなわ九．外国援助・外資活動に〆，1,、て検討

しておこうの

Lイ） 独立後の国家建設過程に外国資本をうけい

れるか否かという点の決定は，政治権力の｜階級的

性格に左右されることが大きいの

独立とともに政治権力が人民の手に握られた朝

鮮民主主義人民共和i五l，ベトナム民主共和国など

では， 11::l植民地支配者の利権を廃絶し基本的生産

手段の社会的所有の確立が1£1家建設の基本路線と

してとられるので，政治指導層が｜斗の｜村・外の資

本と結託して政治資金などの賄賂をうけその企業

の仔続・助成をはかるということはまずありえな

い。社会主義建設にたいする大衆の政治的意識が

高揚してし、る時期にはなおさら，反腐敗への大衆

の監視はきびしし、。にもかかわらず，過渡的時期

には，先にみた（皿－・ 2ー（2））社会主義の発展を阻

害する腐敗の潜入が全くないとはいえないであろ

ソ。

これに対して，国家権力が民族ブルジョアジー，

7＇チ・ヅルジ、ョアゾーなどの連合勢力の手中にあ

る｜詞では，独立後の経済基盤の改革も資本主義世

界体制のわく組の内部で行なわれる。したがって

外国および国内の資本に対して，基本的にそれが

生産の増大および政治資金源として貢献する限

につまり，政治権力の維持にとって都合のよい

限りは、権力はそれを積極的にうけいれ，保護・

育成する。その過程で必然的に，企業による政治

献金とこれにあI寸る政治権力による利権供与とい

う関係での腐敗が発生しやすい。

（ロ） 外国援助をめぐる腐敗には，しばしば，援

助凪と被援助国の政治家，官僚，あるいは軍人，関

連業者，またときには職業的コンタクトメン〔住13)

が関係し，その聞の国際的レベルの共犯関係が千五

:(Eしている。

そこで視点をかえて，援助国の側から腐敗のメ

カコズムをみ,ti,ばどうなるであろうか。

ミュノレゲールは，アメリカのラオス，南ベトナ

ム，フィリピン向けの供与援助が大規模な腐敗で

消失してしまった事実を引用するとともに，アジ

アにおける腐敗の推進者としての役割！を果たして

いる西欧およびH本の企業に対しでも警告を発し

てL、る川14）。日本がか人んだものだ、けでも，イン

ドネシ f賠償事件（S9年j，韓国のサッカリン密輸

事件（日年〕，バナナ汚職（同年〉と台湾高雄青果

合作社の大規模なバナナ・スキャンダル（69年〕，

fr湾の曽文渓ダム建設工事請負業者選定をめぐ石

腐敗CIUS）など多数ある。

日本の援助について長洲一二氏は次のように指

摘している。 「協力や援助というきれいなことば

とはうらはらに，無償贈与までふくめて，すべて

が国内大企業の商品販路，資源開発とつながって

おり，各国別の××ロビーが政・財界に形成され

ている・・・・・・経済協力は，代表的な産・政・官コン

プレックスの政商的分野とよべるだろうのとの点

でそれは防衛費と似てし、る」惜16〕と。

ラ9
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Iつq,: ・. t長ll/JII¥H訟

I 'JI係：t・:·j;:/lli\J,•,JI，：諜に工；Jj長!VJ¥i-11 i、11で；I)1f11.t見を食

tf:d足助11,I大；，tzl－＇）うぺ山 IJL利益企｜抗；l(j

た＇i'iY卑（ー I_:I）込L,t I_ i fふ，＇.，＂

.I-I, , J l 4 Lる。

', ' 'TL，・＇し可

寸ノ＇.， ~;1；果になり／）－；：）なのである。

ヒり：ijkfwJ ；~＞）：，セす、 f心的11i1u支 l{r／トJ長ll/J物資 てぷ）仁うにみ亡くると， HミlJJJ11 lと被援助p:jt Cり

ブ 11ジy ケト段目ちとんと ;j)

一J,/,111除が経済外（t'-J・t P,Iて、き入，， （， れやすL、WI係が

•,,Jtl'fr{i:：ずるのである。

1/',J:: I L，前・1,'111il愛ll))l'. , 必，－jLLおf1J：な店主L[，人1Lが

ここで、 j長11/Jit I l”i政l{ji・ '.i,11 '1じi r ,'.: ;! ) j [ . : I 

長円，／I l p j＇ぷこよふ 1,4¥W；：心、発生:i-ふ:i',J也心；11-

3：口L、卜Jf ィコ i♂，.！： i0,·~ C、

:rtド;j)t, {1111 
治法ll!Jcl）伐iv誌がLゃf二んさ;flたとこ 7）では， 1手ii奇

心ト（rJh）；がi動く。 it-f交を媒介にして私企業が不斗

〉士り続争）J;U1J1でふる主主{ff{t Jlf! ,f'I_. くAIて〈、

づI:;t；二、 111「J) 向J長Jl}J11.11こ〆と，1> Mi,'n'，，パ／111ii：守I .• ' 

;~- ~ Lらcl)!Yfi,'n'，をJ心111111ut1Hノ）＇，，）；；て町

昨1,1,1,1・1 ／ド；二／ぺ、 C！， 弔 11)/_11行〕；~jJいIi;'J；］色合' . ' ．、に tl、

モ~－事手干 fl\1 に特別/; 1111,:,, 11iJJ,',j喪主ii二1ft’11する結恥，'j-/_ /: L、独，1，自，1,,tJA；にあらから、、＇ 1然そこ1・ i I、

山手I］’／.:IY,l係がtj:_L，そこ（ごi土，不勺な報酬均‘支ii、,1D・，市山t"'.(＂／~；＇ I；日：攻，fi'L'S.J Lる｛tJ型的判的1/J・L＼・／ー

リベートがV、われ、政治献らわ；／1ノど〉二土：これふり私企業が，1-11・,:;,;,11競争 i、てとてしJじけk -~,/ I 1)! ¥ , 

しかもその財政it，援W1[1ヰ11H(

J,i]II. 

i入 1);;・ i二なわれふのii:,.！，八.：，、；、.－， /c: :+,itで司 111’荻を時f「1'.:_ ( lYH,'11'1 (;:_ 

の1111.脱でふり、

l ,Fl］佐かんであ，た向それノんの私物｛ヒヵ；fr!U >A I 

ふfパ、it.l]Ji与を渋1）えJI/J1, iとt,,ii出J長liJJ111: ：帆1'111し，

[ti]( kV、LI t, i,1; rノ：）り 11.1均‘：＼＼U「と／に＇ CJ_; IJ, 
二U)ifuH',tにおいて，’乏1：た援助lよ，ど〉山であらμ,! ) !UL悦で／（jl''}J二／仁ざわ、 Ht失もカハ－ '~ .Jt.ゐかん

人AltlJl](I) ! ti の＇＇＼誌’t'\ff,~ に 'l'HH七への説lJ:l 全与え， ) 

〆〉わるのである（ii 17」

問題は経済的側面にi絞られなL、。援助が F

rft1 におL、て政治的腐敗を促進しやすい点iこも注ロ

すへきであんう。とれ主でのIN際的な経験で明ら

かな上うに， f長助はきわめて政治的性格を強くも

い）

}jが無I、責任じ々 IJ泊、九でふり、被疑的l1, iでi,l,i]jJ

になろう。

何t1妥ll/J凶｛HIJのd文行I言ミ．古’｛京カ

して三iミ意的に／刊｜｜高ふ（世i格で購入した匁：空契約i写を

したが 1 て、 J&11J1v>H：ャそごには向JIめカ；I.( 1，、の

/) 1、のである。

その差額をコミッションとしてとる，

ふるいは本人と民的国illll政治家・ t[l、＇1°1ぎ僚とell11¥j 

で山わけすることが広く行なわれ Cいると十jバL

f1二らせて、

長助iti （仮助国集はまたは援助のための匝際機関を

しばしば，被倭助11~ の 1~14家棒力が民主：

また席敗Lt（’J,:民ト代表！てレ上うとし、玄L、と、

:;;1s）は，1昨日トブ） I Tf{，匝il千f！：：：上ると，（；:i{f(/) ti科条

そっか－ , CIポ:J/Jll空rlI I ~i'i iミ怖資た｜;(J／ル： ii.i者、
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点、tt:'，ねこ｛動さにい、し，結局、近代的統的機構｛，：：

7コとした私的利益の増進がはかられやすし、υ

l 、L上＇）と L、tL、と、 J；長上l/J~l~j[[lj u > i本；¥jl]f二Jilt!ILレ
J込

また， h良民地支配宵僚がもってし、た民衆べっH.!

の店：識や、権威主義的・夜、宿主義的態度‘

その権）Jノ、のチコ入jL t'rなJ長

11/J c+r；斉（r'J・市＇Jii'i'.1）をftなってし、るのがJ}t；＼：たであ
る （r',-< ::t, fり永II免i改fι ゴ・ジン../ J. J,j[女将I，士見ノ、

• . f・ CL一政Hrず，cl）アメリカのj邸内ふとが典型j。この

す・／：，Illり比l立いなくラ

対する民衆；の｛興iからの官吏への無批判的従属の態

独立後もあるlV度受け継がれーこれも’点’

tた＼政治家などの腐敗を助長する土壌Eなサてい

と主りばく，だいた開発資金の配分など重要な決定権

IIJ，！をもづ一打が公f'}t(Y：；識を欠く1品（；－には，つjH，二大

則的でか・>$IL＊お’（Ji（／，焼Uv:を発ヨ：きせるfιl（尖があゐ

（そ UJl\~~U)'J':'Jif(t, lfrliま（t'J・j帥ま（内JI、l11JHイlj伎の｛に力、行

℃，，，：、とi,;]IL¥:I乙 lifijごl/1;}JO＞二fj止むあり．ときには，外

I 1cl白イ（のためのrぃγt'I"僚でさえありうる）υ

It如何者・1に対する！ι誠心が，公flとし℃（｝）公
rl.tc大衆奉fJ:v＞精神より優先す一るtI：会では、 tttrn各
cl ,jjl、lj，に上る際nwt-1, 1.:r 1人JIflりの l試みれみ l三jI, 

！支が！正i

こztまでの

援助i土マ被媛llf;rnJ[11t(cn福祉にならどこんか、

I( ）（~＇rt を判JICJ る！正樹H持政憶を強め、

ぺ同腐敗させる効果を点人， l.

いjt（大wどをし、〉にむにJ兵ll!Jlilt¥除外為市J：二 i_)、さ tI）こ

）人、 JJ)j｛＇；－に tにこi土そJ:.｛，口 をし 11~＼，、んJ1/,j, L、七山仁

w:wi:勢力を

，，’）’＇J" 

n1.，ノ，， l JV I j反[1/JI I t, .I.I]!，ふi1'11JI二七1ミ院内；；1)

'K'1'1WーでもJ乏LI/J[t]• r皮J長iリJ\rl双）j （ニ Y~！ H文士惇~ !. 

主たそれをfl心i主しやすし、，，：リ二十分WI立

l十る必攻：／トふる 0 －とこじ iをjffiliむこおける 1,1~， Hv:v> 

Lやjーく，

Y卜1J:fi,fji(IJ• ヤトHJ長'.j!y珠十1を生｛らLI',i i, Vっとし C,

多l己校ほ家における少数民政でんたとえ；.t'11/J .I.'. 11,1 f系L／二院r;W,eeij'jtJ111Jを）｝IJfic';lfこ／三< C .;3 ＜必 ＇t・ ＇.）、

そのMi業活動・産業活動を維持・拡大

tl:Y:if，家・ ，：＇：j;,'}k’t'fif,iれ乙；北H!1¥ilf Hl／干を1!'71

今 l制,fa/J～ 

4ふために，

/Jゐ」ハ ／， .) " 

:Jl,e i{ i ；と（じと！品Wz

ム＼fを；二司 J}l代後ililt1v 1J,(,1;Wx: !i..・ えよふ l,l；十段と（イ）
,' Lーンアに

イン七みられるとバわjLる。セ－ f／ルによJLt工、

クイ，一仁L、心j'i1］が｛ン 1tiてンア，

L -c('J／.よ花山政治文化山H1,H1i：，£＇.，＇皮 Eふる＂

jtil[(J山統治·.~が、 Mc乙d，以前 i;, ，・，点、イこi'1iLiJi:1¥j(J 

社公構造・ 1トi'(討を，：邑立がJに分；l;t片kii.iミ手IJ}IJLJ弘 IJ；ト二.JiH寺しふ，，＇＇相成関係全結び，扶 Ir (Iって

｛新力ースト lを作りつJフんると述べてL、るが、

これも r-i:r11すj11：りの一種であろう。

欧米のq：’frがラ後j企画に「身うちび，，、さJ(ncpo 

t ism）あるし、11I特定人愛顧J(favouritisnけという

If.＼、；こ千1］存関｛系のあゐうi・J.，：荷［，i)上が， li1 ドCiよ，

. 1, 111111, ）りーベト、千がして主たが， M::i'lf長も宗教，

人傾；などを！主砲とするけ一色/i;tl；会分i杉r•反！ klい

v
～
ロ’
山
山

」 (I)1f11Jま・したが J , CH としと！主をひレてL、と

l也紋共同f本｜人］での杯rn：扶11か子「J'fJ''l；にけ～び）！ι
！よく行なわれていると↓比！とIJすらと形亡の！出H'x:泊二，ムし1ニi14五；υ）'.f..とfたと Lて,;1え心／うh伐心々 、わりに，

'c'. A I f，ん、ノi'l¥v,'lf:℃{{ 1’H くらυ〉トl, 十tli1(Jllij¥'.i 、、,, , .U:ir;:t .'), /i ，う ＇／~ う、 ·i'f 1, i二く L、rこ｛’l'/1:nr史的；：fr{I 
;j;IJ ,'~ L ( C lいゐこと企Kl¥{t上く忘れス L:t '-c ', ./ ,'., ,..・ > ( ;,, :,, , 

ヰj.LU、ノti!ノとJt，とと iパt二、 li/i民地以i'1fiから，づ、PυHr ,;: L ／こ 1をi正 l主トノ〉多くん、 jJi:代！刊紙d，機 r~与を，，＇；＇. if','

にモるまでも，身内びいきおよび特定人愛顧が，

後進国社会の中で一定の「合理性jをもって存続

してきた面も見務すことが Cき芯いο それは，＼El
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には司機構そのものか子定しCL、る rγ ッケ機能

しごも，



1972020064.TIF

II'.:的＊！」 込fと主主片こけられラ生産cl）発／j(4, fl¥；＼、段階’

乙 L かも外記〔の他人‘｜え｜作、伝染病，など山災；＋；：

，，二見舞われ d ) A JにItゴi后でのものか不・・1,;’，i::irJ，~／1築山

｜二（二fこJ 】口、よこから， -J民運命共同体的心結束と

！ザ｜付びレさjを（；；L、相互J丈11.力が，必要：と主れた

のである，，山尚司 力一スト‘〉戸教’／tr,一f

共！邑i二Tる占之u百相、F〕J三；するH0計じしtiに上〈主紅、！' ドJ 
Lごjλ（与：障？殺能均4車jtj:年与jCIルこJ）であと3υ ／「ij tこ.：) ＇ぜ、

ごi，、医Ill除去に之しく， インプレー J シis.ξ

；：ヒ＞；， 1UJ主lドj/;_ I↓二，，r,＇、v') '/1'1氏 十／レ江主J,r: 
ノ）、）、／ぃ；J・)jーノム状｛兄卜と． if. ,fjそのJJ/Jlnu）十II止.h'11J

千；－哩1tlitリdd: ：：， 、~（ ＇、山である r 日未，ぞれか

公11:J／ふれ会保附ト二おさかえ心札、 ）.：.釈のノ'i'.l,r;1ト

！活安tとし ζ く臼にしたがν、こ j)極（！）Jt,'i tV；：：士、十II

社i内；二減，1;、L、 バ IJノトンスチムルペ1:芯L亡くふ

でふんう l' 

1ロ1 t ,-) 〆j;t立さ ll/.(_it A Ii t ti: ：＇，ぷ I,',t,'J、i:

｛を！隼［1.jで山！MUむつ引するjlif＼：；的社企i先手江山t湾人と

主.；＇i{l二c1) I /\Ji/,:ti で中｝ふい人々山 XJ,r~~ ，l

JJ／品¥U＇｛方A仁可＇~· L～ご官減主i）ご

冴） ~:, ど，H ,:;, i乏i生ltl /1逸tt/it℃I也わt{,,f，を＇； i十＜，j、j、i〕iJCII 
？上ニミi.'¥t純Jυ）1[1；二、 ？打、資本土義ti:主でj1(1;f )ll 1, 

,・,.11.・，：：・，、ふ IIM!f;: I J）観，主力aその主主 ci）＇之？では｛（

f巨して＇ ＇！よ／ト 11こことでふ ζ3υ 今fl、，！ J;j l j >At Iう‘

f重予，；；；十IJL、』，：， //i1;W;:c1>tlLl~i士、，3 --，，川ハ！のぷ業資本

主義社会成長：J引にその必t要に応じごメi，主）1た札の

であら• , I 18 ＇，，二 j1,/J.法制山中止をの可；てれ／（民！也社会

（二七 t，二主 AI ／こふとで Jとの'rl::{iに J ハィ、て次内上う

ふ： J J山 I::i h'.Ll全I,) '/::_ 

：布 li t‘IJ/(U(iここ》てこj1 t -c I! ii, f i .・九し：

とと乙迫力らjL ふこと vけなかっ／：＇：.d~＇＂Jや f!持答行為，

その他の精神的・物的利益の A定♂）j白求法が，

く新たに l府目tiとしてHt判をうけることにな〆B

たの℃ふる i そこてU;lfUOI:.：＇.：，のみれιとしごい，
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その社会の必要に台致する限りはこのヨ一日、ノノ、

産性会規範をうけL、tL，定着させてL、ったが、反

面、その社会i二5rttf!の必要かん生まれぐいる｛むの

規範，たとえば共同体的相瓦扶序規範と競合・ :J,

店する者115:，，主都合よく無悦し亡し、った（も Jとも，

Ml I'.:地主；配fj-fll.lj'L, 1 (; i1:士上の考慮からl}/JtliのU'Hiを祥JI¥

Jるという／［＇；＇.をとる t，のが多かったL. この限りにお

Cヨードアノ、産の反腐敗規範i土， Lイ）ljlる生き

／二社、にはなりえなか v Jた。今上｛ においても， l;!'r人j

0ゥ、主、千

'JI' どは店：，；，主~ h I三；二伐－ ＇てきたこ l苛；；！プ） 苧つであふ

と，官、：！dt .o,:, ,, 

i C, に補足すれば，継受法としてのヨ－ p •＇／パ

的i成敗規範を進歩的なものと Lて意識の中にうけ

い，！ Lた原住民公権力行使者j土，かれのjiff属すと〉十I:

会日土 I'f;二1:i¥.¥」とさえされたー積の府敗に対処す

ζ、際仁， : rft:の倫理のHiばさみにあーにて苦しむt/¥J

j泊士． ., ,_ I/ン・ L イス（パ lリ＇， (). I'・ドゥイ ヴ

I 1' 'i' 2t>J ,, f土指摘LCいるの

Iおゴ｛土ーヨ－ '" ''.Iパの法治ljを導入した桔民地統

的自た七か，法の精神とはちlj柄に，恋、意的に法を

｝宮市していたこととその影響の問題であ石 u徴脱、

？宇奈行政の末端をになオ》された原住民の下級’t'f* 
：二対LC; t、f）；悦範のi墜守を強帝I]Lたが，桝民地

統治fi'1=i身は，「iムは必ずしもそれをi堅守せず，

1・1 ,11；二原住民たムから賄賂を取り包てていた記録、

を散見するのであるl{'21＼こうした事実土の腐敗

山I'!r11, Lたが., C ( tく1二L、な資産苔般の可能ft

／へかれんを本［!J /J、i',j主く隣）.LたlM引也i二a吐かせ

,:, ,r,:・Wh’，＼，；Jki （／）」 J ペニis , C十よこと JうえんAi.，；， υ 

椛li1也統治者にならレ， ）J；（住民有吏の｜討にも相当1

の腐敗が多か J Pたことは断片的な資料の中からも

うかがえるiii22¥ j虫、主後，新しし、支配背になった

後進i,.1・r＼僚のi＋＇に，こうした柏民地遺志 I］をそのま



1972020065.TIF

主社1乏L-:-' ＇心打 i九ーく t上なL、／_i、iご＇八、ごいち A:. 

に指摘した！必りであるご実｜際に守 fンドて；士、 t))_ 

~，とイベ i) I，支配下でそうであ，，た kうに唱独立

iをの析しいえ両日自であ心q,央政界，nm・身；i百に対し
て、／IIJィj、，1)W; U1｛；二「＼／，］寸る規定心ir色HJかなされ／！こ二

とははとんど f:仁し、 これなども腐敗観念ω後進Iii!

における定；•； r主 （t ＇＜ 、をァドすーっの前十？：：であ／ずy c, 

H rJUt司 ｛をjf主11サ；二 M「j: yるd交i台コピfヒし1)11＇で夕ト

t,1 

i f士Hlliも；Lfこん為、 』交di:z｛七て一し＇） t J）イ， rL ::C, ・ttチりしl)/1[,r 
)11 lて変化 νJl' I（.＇）心 cl)c-点ls'.," i灸佳品［1-I：こ，包－J

Iる’ti:本ヰJ」（t'J＇計｜比Hi,0') id: j査ととι；：：＿＇ ,b)ニり J ) 

-,J，，心 i'(_J:本土：義的｛1llifl{( fJ際／＼山心理（（jか，－，／ル J ! 

! IのiJIIIrfii t,見逃かせないり

i11 L ＇.、！？句If'£(i,J刺激J小、 「モ／えト L 〆 J ＞主力

＇＋しを l1i)1μh＇；さ 1工I＂，う・,・, r{&UHI.会合fijlL i,fc L • J〆 ＞h
とL r-1会的llli1 :,: c1i 1¥';j ', 、fi・ft r1:i ・，、h；） ；二、 fl＼，、r-1t 

fl＼＇，、（（ :Jにそ円正 fーケス，1>1,',iI・.・紛J:if二号JJ,,

11l¥l)j ,J•、 ，；） i l亡！ヒ！l,i_ ＜），ん起こ.＇て！ィ叫 ・JcJ'¥；ヤ物'tt

（ドJij};}(J）（ド（二／,i¥1il攻ノ、1片；＜ J: l長A込r,1ibl .':i AL J 》ヨノ，i

ど、乙l Eた、 人i,＼、ど）点斗，・， IペJらねばJH;！とu'1 i I 

来効＇,t~ を生〆下、 ｝、た Jとうしfこ席Wx'.を 」川）l[c：宇今

卜－－ J)必、t桜「F止とバI':Jさり守あらLit＇経済発／ J(

，，山；jiJi廿油であふとそ山台flt!｛ヒ全試みノ：， I,rlt 1, r,~ 

才）れてL、る11

Ji‘ 二,Jiとは正く j止に7上主体制υ）位敗ぷ品Jト

「）『 わるいit ti一二三l:::義［＿klにおけノ，JJ-ilii'!ll文j¥fJyJ（んF

/J ・/, r < 1t1前人10,n111.1：こ.L：「心 ！正 11!<'.i'Hv1、十i/O上
:rlJ, ur. ；，小「i'Iドjト11/'11) i二fL ス：： L - , 1 ノ (;: ・・1 

げて， /,t;'j¥1'£ :'..: (¥ 1,・,1 /J' ，批判］寸＜， J［士if，文化1,'!:: t AL 

' ) . ) ，＇川：1、i乏］住民le，政ih文化it守！似敗i二社L<L 

irrE fiJri(Jであふと），'1 Iさるをえfい二）

i6) iを）色11,Jir;rJ府HUSHf;'Ji二おける ｛；.. ／的！高W;:c1i

f,":ii"i J フ:i-

インドドシ fを，11心としたこjL主むの検討合法

i濯に、 I -6 に紹f「したブライスやl話i 念Ul~尚－敗の

子'iCJ，＇~化を j麦進諸i玲の実f古令 t二 mu》して .j:!J:

ン j：＇における恥＇（敗を苦 HI盟｛内にf才f?'c・ ；けよう
リ

ιヒ仁後進出における腐敗は以下山云つの類型

•• r/）分額が可能であるo

';'f-;t のJJP~＇iは、行政的腐敗型 (il;J倣引）であるわ

qr・I"級官吏、’，1［人，などによる比較的単純で境依

山小，：，； ＇，、公物の償制お上び‘小 1WiM，生座長，肉人，

,nu、人／；、ハr1111',zlHi、第三行iJ1<¥ltiをi虚ず，.：，干I］権v>
:JI、Ij （必・，；いj‘，i1EiりI. 'it;i、・J; t告処JlfiUJ迅速fじ！比If，哉

しりil主主， i主i止の凡退がしなど）である。

第三の鼠？世l士，／｜、出模の政治腐敗明（’1~·1.«上導 1·

,!) .卜1/,U,式中！）であるし

[iij家資本の活動 とくにrill発資金や政府民.Ji虫

、;i;,fAi!JS よびliJtHH並の使Jtl ・処分をめくり句~ん

に、経済統；凶トにおける日.g・，；＇f1小1>J&nJをめくり，

t'r'，ιの政治家.,1· ：；級’~＼ ftであふし、；上軍必 Iii結I＼が． と

の権Ioliをと i'lし；主／こい特定集I-ti・企業などの／こめに

Uf-史イることに上り生ずる｝向m1x:である。

'. ＞ノド手ン fでit単品f'llr当主導Ji（＇）とあり， イント

てはr＼ミキ＆官iff,そ主ス草i世むよりる3

話。i（／）煩型は‘外資引腐敗である，

タトIE!の経済.＇￥事援助，外 i司氏間資本の活動と

結び＇） ，，、／こ政治家・1守僚・軍部・政商などが，輸

入品あるいはブ、ロジ工クト｛1lli格を外国側のパート

？一一三共謀のじ；1illi＇，万につけて，その差額を i11.!i 

,t L、ときに、それをいけトの銀行iこ出金L/こりii支

dド＇：＇iゑにifrU¥l,J日るやり Jj[二みられゐlt,Sl!支の？？！であ

ペ'J

以上山ケ〉山士Jllf;'J(/) q，で第 l，第三は後i1主！fl／、こ

けでなく先進資本主義国にも程度の差はあれ共通

にみられる。これに対し、第：3Cl）類JfJこそ，外国

援i山・外資活動がいがす投資の内で決定的比，Ji;をι
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, ) fンドネシアのよう江品iせに多く，／井られるとい

刊行けでなく，まさに典型的に現代後進国の置か

れたtit界史的条件を反映した腐敗の特徴を示すも

のである。

独立後のインドで腐敗として取り上げられたケ

ースの中で，数の上では第1と第2の類型のもの

が多く，第3の類型のものはほとんど表面に現わ

れてL、ない。これと対象的にイ〆ドれシアでは，

；お！と第3の類型が重要td白昼間をi1i，＇／，てし、るが，

；~'i コ内類型はまだ比較（l'J少ふ＇ , •, 

／欠に， ！‘の類！？！にあわせ亡時期的I,,＿変化合 fン

ドの！Vi｛；－につL、てみると次のようになる。：主r第
lの瀬型のものは独立後ほぽ－・｝＇！して存在してお

り，件数も一番多い。 1960年から66年までのイン

ドD'li:I｛］内務省中央調査I,,)n Ill r・, ~ LιidE計ーだけでみ

:・ j,『一貫して上昇伸、1,,jに」，川、とくに1962年か

、山l；ドにかけて，調査を t乏けたり えの数は急上

川しぐいるt注24）。こ;j1i tこ（＇）JtJJI/¥J；二Jjけるインド

社会企般の実質生前水準の｛民 f，お上び~~ti'l後 ι

簡1¥t｛こはJL拭でさずに恨強く伐ったlllfNttとl¥/,J係

がある。

日どの類！日！の腐敗は‘ iEと／，ノど刊行6年以降i乙集

中し Cおり，事件化し／こも d付けにi浪れば，大体

；ニ ~:i I,、て65年頃までにイ主山をこえL，再び67年

（＇）出 J次総選挙以降に弘われてL、／.：，＇）たどしムド

ガル事件だけは，例外的に独立直後 (1950年4!J～ 

51年6月〕に現われている。

第：1の類型のものはすでに50年代末期頃からfr

(l ・Iるが，実際に＇， IJ:f'!:ーと l℃11記I) ［・げらj1_／：；τ山Lt,

::f; I ；＼；総選挙 C191;7句ー） Uiをに（ハ I）咋しか1,j宮E(I) 

)11 ,;, 1'1~ りでは 2 ～ 3 （／パーミ；二Jさ叫しパ/125）。

さ九に，後進国型腐敗の中に I巳めるインドの位

置のユユークさはただそれだけにとどまらない。

以上の三つの腐敗類型のいずれかに後進国の腐
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i向上トく」C分類可能であったり しかし 1950年代末

期出カ‘らこの3類型ではカメーでさなL、質と規模

を備えた政治腐敗がインドlこ現j》れるようになっ

てきた。それはすでにムンドラ事件の検討の際に

もふれたように，政治献金を媒介にして政党（政

治家〉，高級官僚，その監督下の公団・公社，それに

大財閥が結びつき，政府による部・許可権の行使，

免税，財政投資，公社による役融資とし、う ー見，形

式l下J{ttH＇七を保ちつつ，実質的には他と差別的iこ

判定山大財閥系企業に利益~，［秀尊＇） • .(,If;') u），組織

的な体制rJ1にピルト・インとれた脇J&である。こ

のf;Jf しい腐敗のtJH~1lは，後進出型腐敗の三つの飢

！！礼金制えて，むしろ先進資本主義型腐敗の類型に

非常に近いものである。この第4の類型の腐敗の

れ｛H.t，後遺諸国の中におけるインドの特殊な地

いをi手さ胤5りにしている。 fンド （－ シγにはこの

ll,'if:t士／：現われるに至ってu、ないJ この現象はま

(:.. i、経済の現発展段階.ts上ひ、政治十主l;Jの性

格を子f，峻すーるものである。

この新しい型の腐敗については，これまでのケ

ース・スタディおよび理論がカバーできなかった

ωで，；ノ欠にiiをあらためてそれを生むにでった基

(,i立を検；，干しなければならなU、。

( i 1: I ) Alisjahbana, S. Takr!i r、Indonesia:Social 

a11d ('1dtural Revolution, Kuala Lumpur, Oxford 

l lniv. I’rcss, 1966, Chapter 7. l‘nnf us ion i 11 Legal 
Thinking, pp. 70～77をみよ。

(ili 2) 定只法制定。〕試みはこれまで何度かなされ

たが，いずれも失敗している。’内lj機備が失業者吸収

主Li<"i (L L C，、る‘liiir.: ！）、し℃l、るυ
( ,!' ;; ) fン FI’ンアlこJ,I←：， ( > ' I • a / ,/ J 

( I ,,j, it: I 1968有」J正;41可1：朔ii、J’f小 , :11:::1,1,n来日：，. l 

ll＼.ド Lfニと IH‘うも ，：；.• υ 1 ／ノ IIi：大衆ゾ3

l，山’1"ft /J aしていることは否〉じ＼大 ff',、。これはジャ

勺ノl川：J. :tる生計費指数のf1j1，／を統，iiごみ乙と，よ
く理解できる。勤労者の給与Aは，この統計のカパーす

るl!JJni］中，公務nに対しては1961年の特別法（PGPN-
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1961, Salary Regulation for Government Person-

nel）でn,:i11t2s%引（＼ fげがili'.t九i, Ht二。［'lfi：＼年8JJ 

にlI，同fj'.5 JJにさかのぼって公務以，.1J II M'l合100%リ1

5 J・.げた。そしつ後， 19661ドl)Jには対rFJJJ lt 5 ff'rf ~ , 

(i6年 7IJにl士対面1JJ J Ji 3 f；おに司 （i7>f1 Jj : , t対詰,jJ l 

lι2的に， 67＂－ド4月にIt対古ijJJ比 1f；；半に給Uの’；I ~~ 

1士げわょが 1人月 8kgの米の現物支給を行なって』IL、

J が， fン レの：H「I湾度にf~じらかに ）i tJ 1，九、。，，
C) l早川1968＼！＇－，若 4{1t)j.J.IJにモ今ま μ絶中（l'Jい払大j ;J 

‘Ji T ;v’＇.，／： vJ C,:P＞？，。こju: JtJ I.，イン I；ご「；（t心

18主要1円1:I ｜！〉勤労よお1:f',H山寸『ii'l'i者f回肝；Jいを＇（｝） 変重ッ

／，る .1, 1:160:rじHlOL l二， 1r!1次f：がしにいす，

19βJiff.・12仏 19而2rrr:1:10, 196品＼J(: 215ル｛ヰlcFてし・

与。これ＇ .i< 1'( e】／1. みる I, .,j 1:・ < ] 9（川；I',: 100 1 
I 二、 ］＇川バ＇：－ f:1 t 2ゴ1-, I・. Hti1H ', / rγF ' !.' , fγi 

れγγ と申立へCその／1f1IYヰ、lti IるかL：小うし、0 JI'紛IU

1 '¥ ,, ）資1↑：， ・iよ＇￥，・に＇ ・' ' .' い。

=. ,[i tlJJ ) . i （；：済発ij,: ＼；融機付 I( + fU）。 Statisticsand 
Survey討 Division, Pl削ming Commission, C;ovt. of 

Itulia, nr,i, Stati可Ii，・、 RelatingIり theIndian F,e,ρ－ 

110111y, I ）《IC.1969, )Ip. 22～2:l. 

(/J:4〕 1970年日 JJI:lllv1インド子、／＇／ Ci」会内ノトi'.

『訴にれトγ， 「多数，；，問主事前，J，，：が関係lト井いわれ.；：，

fスラ f •: I; J If I •· l ソへ c'• I，.、；・，：：術輸ti','11 i' J 虫、；j':

:.K .'<Atた（ !U1N f ジノ’調r,'ふ可制『1$£1HF’；，ノ’空E覧』
197 l'cドl恢 fl U/) v.J4!iベーシ）〈

(ii' 5 I ／：正えtl山 I;j J< ,, I /i'.IB機構 I, ,!./ ・＇孝尚 1

調lんご指輪に従事寸ら心どのケース。 56/571j'.頃まで

とくにこの符：郊の Lのがちか pた，＇： I，、i) i lる。

（注6) dl安維＇ .J.:r'，をかりご十、結；でJi：.ジ、内通tI 
税を徴収すζ，など。

(il: 7〕 TheAsia ,¥faga.zine、TAM(F♂bruary, 

1969), JJ 1 :, 

Ci+ s〕 日IMASjミr:,:r 1給朱凶t日j卑ν＇Iこと，ここて
! t店内年5Jjかん70＇＜ド粒 JIJJfrまでの，スイスのCIBAit, 

fタリ F COOi'へ、 吋主ltの i!( >ECHS’I', ,¥IIT, 11 
本J);; /1:が参加Il. /: L」 メ、・：1 I・ ン・＂ 1 〆1:.mJo 

1リ70'<!6)]1211山 AI”，f(l I , 7＇／＇然勺 ／，，） か l Jλ＂＇日hiWJ

偽名60_!, ・・, I J;.I 1ifij山i＇.：・ 、うち， "1 !}5001汐，v：、円アをい

領Lたといっ 'f_子・疑で取り調べ中であること，そのうち，

27万3000ドノしの回収がなされたことを報じている。

(fr 9 I ヰ闘の-Ji!'! ？； に 1~ 、，， I /J(t 、条｛，： ：＇~空襲 Jil 十j

v）伏It:惟合；I；（と＼1[h［『じm’＇k:6:’も I~ 1・, ！.、点、H,i't'.{i上

1，懸最1替を及lEす点が問題になった。三れは，スハノレ
I・ 1統領により1970年 1）） 仁任命さ1t j・泌称 r!JLJ人妻

['t 会J(Komisi IV）によ q ても耳足りJ：：げられた。

Mackie, J. A. C.，“The Commission of Four Re-

port on Corruption，” Bullどti

押0削 icStudies, Vol. VI, No. 3 (November 1970), p, 

90白

たじ，Smith、TheodoreM.，“Corruption, Tradition 

川1dChange,'' Indonesia, No. 11 (April 1971), Cor-

】，ellModern Indonesia Project, 1971.は大変参考に

fl 
' 0 

<1巨10〕 その反行職法案は， 8月16日～11月4日の

［，，；）会に提出されたが審議米了のまま， 71年 1月5日か

(, ,; , ! ,, 5) -c ｛ヰ’，i＇~＇『i;\ .' 1 L fニiよl、あるが，その後ゲ）！ぷ，，，：

l’ ,, ，（｛土可'11JJC :t,～る。

(/:loll) スハルト大統倣， 70年 8月16日の演説。予定

Jyjァーァ調査fc別『東南アノア要望室1 1り71年 It( 8 

(i；－，.）ぴ＞46～47: ？によ（〉。

（討＇12) イントネシア人による白国の腐敗問題を撚

文献と I.:;1：けようた I,つがあ〆〉。

日occlarso, B., Korup.,i di I担doncsia,Djakarta, 

Dbratara, 1969, 108 p.なお， Wl次総選挙前， 1953～

54'.! iι［｛（第 1次プ iJ・サス 7、ロ・アミジョヨ政権ト） ,, ' 

( C i・ 千シアリ／i",I攻の様相主／戸す小説JLて， Lubi汽

1¥fochtar, translated by Claire Holt, Twilight in 

ni,d・arta, London, Hutchinson, 19川、があるo

'i I ；こ .＿／）fま；・・！ . Toer, l'ramoda Ananda, Koruj＞市

川， Djakarta, 196 ？，「腐敗」という，インドネシアij'/i

-;_ t, . !; . ,it ／こ小説がある（'tバ、トワ所主にJ いては， j/1)i/-'.

注Ml、井章＋！lullf、1，町氏；かん？な'I＇をえす。 fンドヲジプ

における腐敗のメカニズムについては，安中章夫氏に

教訟やうける土井が多かフfつ。

Cr i:J:l) Contactmen. Ui 'JI-・宮界・政界などのl,'j十h勺

•Jr 者 nnにたって情報・不IJ権などの橋わたしをする職業

(I’J 11斗き役。××浪人とよばれる子令いい多い。ト正

三Lr fンケイ Y!i1n：γジアJi'I択流『日本.；，）丘・アシ f

.itt 2 燃えるインドシナ』 （サンケイ新聞社 1971年）

172～177ペ ンめ’よ例をみよ υ

じU4) Myrdal, Gunnar、Asian/)rama, Vol. II 

・・, pp. 946～947. 

(iU5) 『朝日ジャーナノレ』 70年 7月12日号にその

概問、リ説明がJ》ら。なおi-J, l:c.') [J本がからんだ内政.＇）；：

f'i;c')'l;.'.約l上， 人11'!!i,h「除 ）］胸tiなの責H羽／ 1_ 'c. C ！バカニス

6ラ
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ム」（『朝日アジアレピュー』 1970年必 3lJ秋季1;)

41～42ベ一二’を参照されたいっ

(ij::16〕 長洲一二「進行ずるアジア経済安保」 CW.:r. 

3 ノ 4スト』 1970年“月30「i号〕。

(iU7) ff助と腐敗r，メカニズムに， ）いてい，，i,t( 

IEflll，商r-1－.幹雄阿氏の教示に｝1うところが大きい。

(/}.18) 近代的腐臥の概£、は， ！!11業資本にじり tiI !r 

で公正な笹川競小を国家に保障さ什る i京 Jll!. と l て ~I. -t 

れてきた。議会制U〕発肢につれて， 19日：紀後半には選

挙におオるム正 J椎おυ要論〈公職に .t心者がそめ地

位をみI，用 lr 有伴者をr，：収 I..1ニり， J昔、烈；こ影仰をケえ
るのを禁ずる〉に恭仕すべく観念の肱5長会みた。 I'，刊－
f己に！ふい七：：？ 1 ｝：大戦後にじ，さらに J ’）綴.＇.？：.：：， l'I 

刊のf十四GI':t：け坦1公iL すなわち女衆のtM社キ守る！京

Jlj！が力nわって今flの観念、を形づくってい心。

こ l点；』e 'l、fIJ' 、ず） I 『品をj',_, t J；て，,I紛If ,[,J 

じたいr

(i}.19) Leys, Colin，・‘What is the Problem 

About Corruption？” The Jourmd of jfodcrn 

African Studies, Vol. 3, No. 2 (1965), pp. 216, 226; 

乱fair, Lucy, The Ne叩九＇ations, London, l鋭、3,

PP. 124～125. 

（注20) Dwivedi, 0. P.，“Bureaucratic Corrup-

tion in De刊 lopingCountries，＇’ぺsianSuruey, Vol. 

VIL :'¥o. 4 (April 1%7), pp. 248～249. 

Dwivediはこの巴レンマが identitycrisisを生む

よLc' :. ＇る。

な！：, Riggs，ドred¥V., Administration in DeTel-

oping Countries, Boston, 1964, p. 273. 

Morris・_T011田， Vv'.H司 TheGovernment and Poli-

tics内fIn,li<1, London, 1964, pp. 61～63 
Hoselitz, Bert P，“Levels of Economic Perfor-

mance anrl Bureaucratic Struct町田J’i11Joseph La 

Palombara ed., Bureaucracy and Political Devel-

opment, Princeton, 1963, p. 190. 

Bayley, David I I.，“The E鉦ectsof ( .orruption 111 

a Developing Nation，” The Western Political 

Quarterly, Vol. XIX, !Jecernber, 196“，ドp.720～72:l 

など参照。てと。

Braibanti, Ralph，“Reflections on Bureaucratic 

Corruption，刊 PublicAdministration, Vol. 40, No. ,1 

(Winter 1%2), pp. 365～366は，土日）対策につき述べ

てし、る。
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Ci主21) たとえもf，“長peechof the Hon. Artliu r 

Kinnai1d，”出 quotedin Ram Gopal’s, Briti必 Rule

in India: An Assessmen丸Bombay,1963，をみよ。

（注22) Ibid, pp. 27, 148～149. 

C/'1:23) ？とえば MyronWeiner (London Times, 

Aug. 1964）など。

G主24) Ministry of IIome Affairs, (;overnmcnt 

of India, Annual Report of the Central Bureau 

of Im刷 tigation1.966 (Feb. 1967), pp. 56～57; Min-

istry of Home Affairs, Government of India, R" 

Iうortof the Committee on Pr，目Jentionof Corrup勾

tiοn, 1964, p. 16. 

なお，大H穂「 7 ン i に 3：ける政治 j尚 ll主に ~）L、て

(I) J （『アジア経済』第9巻第4け 1968年〕， 65～ 
(ifi－：』； 0 

（／－＼：ニ＇.＇5) ダー／レ’.-;・ - > ＼＇’許［斗（ ／者，，ji)j j よか R•

p • )・ ・ ・ ・i' ・ • ・h /'I: ( 1lif小）心とがある。 4のほかに，

’！，{lj：ξ｛て／〈街4こiL ・c. ，こなか J I h；，外国十ZWJ・外
ift活動＂ ［均速し t· 腐敗目J ケ一九 u ，小規徴， i)） も （／） を ｛~

めると，インド・ci，実際にはかなりあるよう Cある0

4. インドにおける政治腐数の将来

( 1) I 析しL‘型」の政治腐敗の基盤

fンドにおける政治腐敗の基燃は， 1950年代の

後半以降変化し，とくに， 1967年以降今日に至る

期間に一層大きな変化をみせている。この基盤の

変化を経済的・政治的・政治文化的側面からみて

L、一二う。

（イ） まず経済的基盤の変化は， 1950年代末期か

ら前年代を過しての急速な民間大資本の成長，外

国資本の導入の増大，国家財政投資の拡大，軍事

支出の増大にみられる。

50年代は，弱少民族資本を補強し，自立的再生

産構造を早J位、に η くるために国家が経済の主導権

をとっ〔公共部門を岩IL浸しラ計j1f1j的資源活用のJ，こ

めの経済の統制~ .規制策を導入Lた。 3らに土地

＆事をはじめ，資本主義的発展のためのインプラ

ストラクチャーの整備にカを入れたo これが独立

時にすでに他の後進諸国に較べてはるかに成長
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していた.f;'lーのインド民族資本のI雨期的な成長を

たすける結果になり，その開花を50年代末期以降

にみることになった。 50年代末期以降は，悶家

（官僚） t，薄型！から次第に民間大資本主導.Jf,l［経済

に転換する過渡期にあり，両者‘の相互徳完発展方

式が一応の定着をみるのである。 58年には銀行カ

ルテルが成立するが，これは民間資本番積構造の

定着と財閥強化のパタ』ンの~立を示す雨期的な

ことであった。しかし反面，急速な資本財輸入の

増大により， 1956/57年には外貨危機をきたし，こ

れが凶作な立ともあいまって、恒常的，F仁外向の経

済援助依存，・＇ (l)きっか』？をつぐったのデトrn提Jl/J額
（支出純額〉は，第1次計間期（1951～56年〉に20

億 1700万ル1：・ーであったものが，第2次計間期

(1956～l州 1fj .）には142億照的万ノレピーと前期の

7倍に増！JnL，第3次，;i・ITrnt号j(1961～66年）には，

285億0300万ルピーとさらに倍増した。第4次計両

期（1969～74年〉は， 400憶から630億程度の外国

援助をあてにしており， f二 1：＇経済の外国援助へ

の依存庄一は， L‘っそう市jまるものとみられている

岨 U。とくに公共部門投資に占める外国援助依存

率が，第l次5カ年計11Iif以来、 10%, ~＞n：， 、 29%

と増加傾向をたどるととιに（／l:2）返済燃限のきた
対外債務も増大していった。また外国援助の増大

にともなって，政府の各種の諮問委員会および計

画立案当局，公共企業経常顧問団の中に七外［君民

間資本の代表者たちがl士L、りこんだ。印刷～61年

度現在，インド政府商・工業省の年次業務報告によ

れば，同省への諮問機聞のろち少なくとも34の機

関が，外国資本の支配守るiiで業あるいは協会の代

表をメンバーとして加えていた（注3）。かれらはイ

ンド政界・官界の中枢部と結びつき，政策の決定

から変更に引るまで強大な影響力を攻ほしてい

る。政府cl,{ j；甘l精製、収集品，染料月間ii：誌など

に！？号する政策に圧力を加えて事実上変更してしま

っているが（注U，この過程における政界・官界と外

悶資本の代表との聞の取引きに簸惑がもたれてい

る〔注目。またかれ「〉は，政府の開発五十函について

の椅報収集に特別有利な地位を与えられてヤると

とになる。早期の情報収集がいかに特定の企業活

動に有利に作用するかは余りにも明瞭である。

外国援助と並んで，外国民間投資額が増大し，

対印投資残高も急速に増加する倒向がみられる

（注6）。外国資本はその規模の大きさ，新技術装備

の高度さを十分に生がして活動するとともに，イ

ンドの大資本と伍して，利権B当てに政治家.・ff僚

（合関営企業経営者〉へ働きかけ，あるいは逆に働

きかけをうけて相主主のゆ着関係を強化していくこ

とに反る。最近，毎日のようにインド国会を騒が

せたテージャ事件（DharmaTeja元ゾャヤンティ海

上運送会社会長による腐敗・公金横領・公文書偽造等に

かかわる事件〉の場合は，その中に日本の某企業が

公ttの会長テージャと共謀の上， 12隻の船舶の収

納価格を 2%つり上げてその分をそっくりテージ

ャの梅外預金口座に払いこむという形の贈賄をす

るごとによってインド政府の［Ell京に損失を与えた

ケ』スを含んでおり，外国資本左官憶とのゆ着を

示す典型的なケースである（注7〕。

貸付金など金融面からの外国資本によるインド

企業の支配が1960年代にはいって急速に進んでL、

るが，このうちインド政府に対する借款供与の場

合を例にとってみても，たとえば鉄鋼・重機械工

場建設を日的とする借款契約条項に、借款供与問

からの技術とプラントの輸入を義務づけるなど借

款供与者側とインド政府当該事項担当官僚との聞

のなれあい的妥協成立の要素もはいっている。ま

た産業金融公社（IFC)やインド産業信用投資公社

(ICICりなど特殊＿；＇［；：融機関を通ずる外国資金依存の

67 
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市大も：みられる 国内の金融・証券市！なが未発達

また外貨使用の制限の厳しL、状態の中で，政で，

){f・公HJ羽係（｝）（！＼利f仁雫かつ外資を ：守む融資をう

けることは， それf'j体で特権になる。また，｜彼ら

) Iた手動Pレ資材C；入手， あるいはれj潤キ♂ノ高ャrlri.業

分野の新・増技能百Iを早急に政府からとりつける

こと自体が，二ごc'！機二；しノ）極端にf；艮ら；｛L ／三Qヨでi上一

つの特権になる

この特権をうるために民間各企業か死力を J 3く

l，ありとあ仁） ，），る手段ぷ用ν ムれる三りこ It~：， o 

決定権限を持つ官僚に対してはもんろん、 そのL

ぃ j 、担l 、 1·1 大臣、代議士にまで1'均三かいうaな －~） に

その代償として，！｛側各， i昆職後の企業への再就職

／ピ合む払うゆる jl日宜供与、政；Mi·：令J〔どがな.~， A1, 

ている。

こう lえ企主川の手，rn.t獲得校予がj?,i,:Lくな.，：，(/) 
は，重工業化が進む第2次5カ年計jilij期以降であ

I. 外＇；~）：ぷ本 J;i:YJに iiiν、して〈ふ H寺j切であり、先

7立資本？：；定型政情腐W;:r形式的｛トヨミt'I:合乞／こしげ本；j;I]

ぐるみの組織的な腐敗）がインドにも初め－ca1i凡し

ごくる；｜寺期とね什すろ｛けであら l

ところで， こうした利権獲得競争におい℃， iji

f卜資本山、大白木と形式的には手等ジ〉段会を t,ら

ながらも実際にははなはだ不利である。手lj権獲得

i -, せいぜいft，可人的コれとか←1 ミュ！凡な忠誠心

あるいはわずかばかりの贈賄による相手への働き

かけ以外：こは二j;I）手が：仁い。 ><: J）ペコ，） )jもヰJ.:f屯で

あり，すぐに露見しやすい。ゆえに政治腐敗で摘発

とう f「ヤすL、nitセごノ ュディ L，ム iガル／J.ど

ハ場合，） ）ようにq1小資本であ yた。 ）＜資本のJJJ{, 

の手口は一層巧妙であり迂回が,J（：＇あ ：） ，発覚し ζ

も捜査・審査段階で政治的にもみ消されてしまう

ことが多いので表面には出にくいのである。

ター γー， I ＿.＇［.•ラ， Jーチ←・パー／なと山大
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財閥は与党およびボ主的政治家への大口出資者で

あり，政府および与党内部， さらに，高級官僚や

議員(j）問tこも，絶対的な影響）Jを保持してし、るか

ら，中小資本のように非合法的な腐敗によらなく

ても，形式的合法牲を保ちつつ着実に利権に近づ

きうるのである。政治家とその影響下にある官僚

が， f11J上りも先ず大財閥への利益誘導のために機

能するメカニズムは，すでに作りιげられてk、る
のでfわる。

大財閥の111でιf士とえば， 1二、ルーJlli'f樹は， イレ
ド 0 ） 「見え~·＂＇政府l とよばれるが，先にみた外

lf！資本とlri］十L；ニ，そ山代表をllJ営企業（！）理ι＇J;:C；，経

済開発ill＇画に関連した各種の諮問委員会・政策審

議会に多数参加させゐことに上って， JI女府（｝）悦翁q,

財政投融資政策はもとより，重要な経済政策の決；

ILに！世VJーし亡きたms1uま／こラ ピルヲ財閥iよ攻府

の各省ごとに特別連絡要員（Iiaison officer）を多数

もつか，そのI暖員に ft ，退職してし•［.，ラ iこ庇；I）れ

た i~：j級作僚， fてとえば元会計検査院総裁（A· K・ 

JI J ），フロ大蔵省財政助長（タリプ・ンシグ〕，対関税

局長行7ス，＇斗〕， j己鉄道局長（ク I)／：＇レ・三／グ），

元軍の幹部要員などが多数含まれている惜9）。こ

れら迅役高艇官憶がいかに大きな影響力を関係官

庁に与えているかは， 日本の例に照らしても余り

に明瞭である。 また国民；会議派の有力政'if，家〈た
とえば，モラルジ・デサイ元蔵相，チャパン現蔵相など）

の血縁者の中には， ビノレラ財閥系企業iこ直践挺用

され， あるいは関係をもつものが多いとヤわれる

,1uo, 
0 

ビルブ則Ii対~J出点として，他山大財It封に＂）＼，、て

も！i>H議のことがみられるのである。その結果，次

のような低利融資およびライセンスの大財閥への

集中，および大財閥のための便宜的政策変更など

の事態ぷ半if公黙とおこなわれるに王ってャる。
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かんでいる特定大財閥がそこから最大限の利益を

獲得するために画策し，他j王では，制度の運用に

あたる官僚の側も，その権能をこれら大財閥の利

益促進のため恋意的に行使していたことを指摘し

ている（注15）。

さらにラ 1962年10月の中印国境紛争以降，イン

ド政府の対外軍事援助要請が公式になされ，軍事

費支出も急措したが（注16），この受注をめぐる一部

の軍首脳，そ九を補助すーる官捺・政治宗とlf-l内およ

び外国の間連企業との[UJのゆ着化の進行が伝えら

れている。もっとも軍政下のインドネシアとは異

なり，インドでは議会民主制をとっているから，

軍部による全面的な国家の私物化現象は起こって

いなνのが特色である。以［：のベてきたことは，

いずれも，形式的合法性をみたした実質的な国家

権力・悶富の私的化コ政治腐敗の進行を推定させ

るに足る状況証拠である。しかしわれわれが，あ

くまでも現行法制に回執する限りでい，この法制

の枠組に抵触するほどの腐敗の摘発は，相手が政

界・官界（/1中枢に結びつし、ている大資本の場合｝こ

とくにま4方、しいことを認めねばならたャ。

特定企業によるライセンス取得件数，政府・公

社融資状況，政府関係道路・土木建設工事におけ

る請負業者の選定法たど，特定企業・財閥八の差

別的不l益誘導のメカニガムを具体的かつ詳細に検

討する過程で，政治腐敗の経済的基盤を正しく認

識する手がかりを，つかんでいくしかないであろ

う。

また腐敗の概念そのものも，その発生j誌の産業

資本主義時代に適するものから，現代の世界史的

状況tこ合致する概念としてi確立すべく再検討され

るべきであろう。

（ロ）次に，新しい型の政治腐敗の政治的基盤は

何であろうか。

70 

三つの角度からこの問題に迫ろう。第1には，

(:tl営企業・公社を含めた宮徒機構の膨張とその権

限の拡大・多元｛ι第21こ，政治資金の必要性の
増大，第3に，議会ああるいは政府による腐敗チ

ェック・システムの機能の限界の問題である。

AHに， 50年代後半にはいり州の言語別再編成

とともに，中央および州政府の機構・権能の拡張

が行なわれた。土地改革後の新しい土地記録・地

税査定宮の任命，新農村自治組織（PanchayatiRゅ

の設立など農村行政機構の拡大整備も同時に行な

われた。さらにらカ年計画の推進にともなう闘家

の経済活動分野が急激に拡大したから，官吏の数

が飛躍的に土台大し，その権能も強まった。とくト二

民家の土木・建設事業，買u、｛、Jけ，各種ライセン

スの発給許可などの権限をもっ官吏には絶大なる

権限が集中した。しかもかなりの自由裁量権をも

つので，その決定権の行使がとくに大きな利権を

生みやすくなっている。総体として1950年代後半

以降，政府が，新しい利権を生み出していくーっ

（｝）装置としての性格を明瞭にしてきた。その利権

の獲得競争の激化とともに， l王I民会議派および大

資本は，官僚機構を組織的にフルに利用しうるよ

うに重要ポストの人事決定への千与と高級官僚の

内己党派への系列化を進めたのである。

第2に， P<I会・州議会議員選挙，パンチャーヤ

ティ・ラージの役員の選挙には，年を追うごとに

ばくだいな選挙資金が使われるようになってき

た。 50年代前半まで立候補者のメリットは，イン

Fの独立運動じ参加したか否か，その過程で何度

投獄されたかということで判断をうけることが多

かったが，50年代後半にはヤると，もはや過去の経

歴よりは実際に資金量で選挙の当落がきまるとど

が多くなり，法定選挙費用制限額がまもられなく

なった。国会議員選挙には2万50001レピー（約125
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までと定められている法定選挙費用制限額の数倍

の金が実際には使用されているといわれるけi-tl7¥

tた、川＇ ' ( f・I，＿γーに仁JL(f，同会議H_i玄

、I・, Ji ,'!: {1民性fiにi主．約三（）)i1c 1：＇ー冷‘必要どといわ

れる；Il>l n をこてど勺してもラ資産吟ばあるし、；tftlし

/J E仁〉政治資；むの提供をうけうる者だけが伝候補す

づ：】ことになりカ＇t－， であと：＞ O ll文it：資訟の提供託ーは、

大｛1＞業‘ J;Jii,'I!，政党、 i射愛i升{1五， iトltll喚問などであ

('. '.'-, . ＂、←，， I/ ,'l ' ( t I i望小にお！‘、 C腐敗

Lて！ぜ、パ 1，、行を遜II',jーとs））がボ峰山；j，ざiとさえ

、J' J 、心、，，；；，，汁 lリ＇，，， l1十＇Nit選手ぺとに多艇のlli.Of，献
！？をしてきたか，そし／）’tr.患を，Jくすiータ；土散発的
にしか心！ィン／二とえば司 1%7年のc:fiI /5(,t(i:返さfc!)

l>'1'. i -_ : J、 三、 lしこ子則I/W1t,i';-fi1；約 l:')9'}} fl I子一会lt!K 

会ぷVr(iこ寄付し， li'Ilt;長に（／ーケー財閥も公j子ト1l 7 J} 

，，ヒ 合得itしたとレわれる（＇［ 2,>)0 iも：手II与以タトに

も阪iiトi 財 ＇N，う＇；）政党司谷／）［（I/母υ川、九、政治家fll,i

人i：代的資計泊、：；1在、jLくし、らυj乙，：，ソ υノL ・ i'; 

'-:, -llli¥tl［（・ B・ッ yγ 山誕生｜！？をぷ，♀L、

（・ B・ゲ／＇＇ γ九LKをi'Iゐ,i,L、う γlI iで財界ん、九

集会：さ；／Lたが、 二h／（どはその川である＂ I母会議

,Itの中に，.',1)(,;lど） ' iゴルラ・ 1ンj左上ばjtるE

i;'ド会II寺ItlOIJ名iu:くL、ると｜！持された志， fそく根拠
0'1 (c ＇，、ことと l上汚え C,;j l Iい、。財界が，市に政府

与党竺けでなく！日f党にも同時に政治献4主主としてし、

る二とは先乃ム〉ドラ事件の！？でもみられた通り

である。これは短期的には議会における野党の追

及への口封じになり，やや長期的にみれば企業利

潤j自求のための先行投資の意味をし J ぺ〉のになろ

ソ。

財界に上る政治献金‘は，このように光行役資と

しぐなされるも山であるから将来t二ばくどいな利

益獲得を .W~H てな竺 jiてL、る。ム： 1: , v>¥1.l C, 

にil,25刀fl-ピー内政治献金て＇ 1500J};Lピーの融

資を獲得し，株の下落で375万ルピーの返済を免

かれたことは先述の通りである。

それゆえ，政治献｛o.はこれまで企業の煩益計算

ザ，q1ト二入れられ亡きたし，またその分だけ免税に

なっ一亡し、た。 ザンター十ム委員会の勧告にしたが

, ・' il,ZU, 1969年に会社法第293条A頃の改正がな

占れ，会社の政治献金が禁止されたが，実際上

は，財界と政界のゆ着関係が消えたわけではない

山で、いぜんとし℃政治献金がなされている。政

党の機関紙にのせる広告料その他の名目の献会が

多く ！.（マ）たと Lイ）1. L，また政治資金には不巾告の

けrtl}, v、わゆる出金（blackmoneyとよばれ，通貨

;,{b![1誌の40%i,c'iめるとし、う）による献金が一般化

［亡き Jんと L、われる(lt22）。！出金とならんで注口す

、きものに外国の政府系機関あるいは企業からの

政治献金がある。第4次総選挙に際して，諸外凶

＜｝｝機関あるいは企業が，公然あるし、は秘かなルー

トでな候補者個人あるいはその所属同体iこ資金を

佐供して」、たことを内務省、中央wM査局（仁IB）がつ

かんでレる。その中でも，継続的かっ巨額な資企

がアメリカおよびゾ連｛員11か「〉挺供されていたとい

われる池山。ここでも国内企業による政治献金の

以合とl1i1保，品際的レペルでの腐敗発生の条件が

み、らJ.Lる。

政治献金を受ける側からも，反対給付として，

i吉報の提供，利権の供与，政策の変更などがなさ

れることになる。官僚は政治家の指示にしたがU、

形式的介法性を整えて事を処理する。そのことが

’t＼＇僚にと ＇） ては保身につながり，積極的に出世の

機会全つかむ糸口となり，退職後の丙就職のため

の売込みにも通ずるのである。この意味からも，

政治献金は本質的に賄賂であるとし、わさるをえな

' 'u 政・官・財界がそれぞれの忠、惑と利害でゆ着
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ずる関係が50年代後半以降とくiふぽttiにな， CJ

たのである。

第：iに，山l吹に対する事前あるいは事後のチェ

ック・システムは， 50年代後半以降の新しい型！の

腐敗に対しこれ効に機能しているであろう ,J'u 

議院内閣制をとっているインドでは，国会が制

民，.J）利益の止めに，内｜閉山行政を監校する｛壬lて':1'!

るo しかしB士山与党および個々σ>i:i'Hiが財界れど

の政治献金に依存している限札与党・財界の利益

をj訂正先すめ＇［＼僚の不正行為の耕民的糾弾 t工到底

できないのである。かえってその不正をいん，~，、

すふのに手左iJhし，国i芯er

とと~，多々 1ノ 4主と U、わ ;lL Q。先述（イ4稿 E l.ク

一スにみるイン， F的政治腐敗の特徴の（2）お上び（3))

のように，ネ心一首相が凶民会議i!K11＇枢の［町立 ο

腐敗の取り kげ方あるいは処理の仕方で示した態

度iよ，かれい［とく人ゃいi僚に対する，1''.lった.'l~rm ゆ

観ぷ」によると 4ろが大むいとしても， 「会議派

と官僚組織と財界の 3者間の利権・政治資金を介

した：・b着闘がを大衆のlI にさらす二とを恐Jt t:~ .1 

からにほかならない。また，企業が政治献金で失

った分を基借物資の価終／〉り上H、でカバー LC L、

るのを，政府・与党がなぜ黙認し℃いるのか，と

いち疑惑も提示きjLてしJ、るCit24〕。全k，大量のラ

イ七Jスがールヲ財閥（／） r：こ集中 L／~ことに関し

て，国会でその調査要求が出された折に政府は，

調査委員会詰支店をひたす九ひき延ばした。遂にラ温

厚さで通った上院副議長（V.アルヴァ女史〉が不

満を去明す乙 詐さえ起三っている（目25）。ピノレラ

財聞と会議事Ri引Ii司部およ川、高級官僚とのゆoi''iが招

いた事態に対する不満は，会議派内部の若手・議員

の11¥Jにもひ7）主， ）ていたι. 69年2)l，会議派託手

急進派グループ「ヤング・ターク」のチャンドラ

・イオーIレ詩員は， rr,i~税，政府開M機構を利用
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Lた事業主仏大Jt.1：と出項日にわたる仁勺Lフ財閥の

脱法行為を列挙した覚え書きを国会に提出して，

、lj時の蔵相モラルジ・デサイらと激論をかわした

といわれる拙26）。このように，少なくとも会議派

がli9年末に分裂する九(jまでね，議会お仁び政府fl

体による大資本どゆ者Lた官僚・政治家の席敗合

チ工ックずる機能がほとんど働かなか 4』たとい d ’

Cよし、。したがっと，新しし、＼＇ luJ政治腐敗のケー

スが大衆の闘にふれることがなかった，と考えら

オしよう O

H 最後に，新しい型の政治腐敗を支える政治

丈化的基盤を概観しよう。

政治文化的基盤山中には，それを支えるιのと，
内部から切り崩してu、く要素の双方がみとめられ

・r 
/Jυ 

50年代半ば以降は，何よりも飛躍的な工業化が

ill'令められた時期であり，財界は点とより、官｛奈・

政治家。〉［品］（ιも大衆の意識♂）中にも生産第→ー主義

を容認し，生産増大のためには，財・政・官界の

多少のゆ活関係もやじをえたL、1,のと放［f（ずる雰

閥気が支配的であった。生産増強あるいは産業保

選の名(J）もとに特定企業iこ免院・補助{i;,.融資な

どの形で特別の優遇措置が与えられ，またそれを

正当化する議論も行なわれた。ピジュ・ノ川、ナイ

り事件にみられたように，ばくどいない4家の開発

資金が法的形式だけを整えて私物化された。セラ

ジ1 ディン事件にみられたように，＂？／ガン・ク

ロームの増産を名目に業者に非常に有利な条件で

鉱区の採掘権を授与するのを黙認、するよろな雰囲

辺ぷ一般的に存在していたのである。それが社会

一般の価値体系あるレは倫理になっていたという

立味ではなし、。おそ Cべ大衆の大部分はそういう

腐敗の存在を知らなかったであろうし，かりに知

る機会があ J Jても，自分らにかかわりのなャもの，
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！再，； w~ ；涯がj, 、ザジ1,:'.:lえトをフJ;lーたり

第ぺ次総選挙頃を培にして， fえms敗今~＇）J 0）ウ：JJJ

か相対的に強化 ':5At，政.'i'f・財界びH），去，,0)1,t{ 

Mとi白求方：｛ラu、しくな J Kてきた。席敗が？とr,;c1::F

I' われに＜ I，、｜壊カ‘次第lこ＇［， ,j:Jl')'lふ

7じ古の一J目標であろう。
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t際，n＼~：結権が＇ ;(:j糾fi,’{t,（，大臣，；ふO!i:どには が，反席i吹＼のl&り純みの；1:0）水準（；：＿ノJ，してお

）えばないことであ〆》た。このためラかねてから大 り，法規範としてそれなりに確立したことの章義

民， l高級官僚に対しても管轄権を及ぼすスカンジ は詩価されるべきである。

-f-Iう、「 j"；＼行［Jjv）！大衆の代理人 I(Omhll(ls1口氏ni制 n卜み允仁うな行政的お仁び法制的fllllit11か心の
！主t,＇.，淳人 Ll.「土 L、う酌きがイ L ドiにてはあ》t:" 1/i-'alV: OJ T , ／ヴ・シ久子ムの整備は， { ＞ドネ〆

JC；岐lllC. I l. Dcshmukh iうる最初にその導入を j t，どと較べてみるとはるかに進んでおり，おそ
上ひ、i）、けとn"4-:: c s,1 q 7 11〕、第 Ji"l"lj:iJI立法律家 じく先進諸同iこもびけをとるものではない。

主JH山 q：川］）‘ ~i { L ド製法荒行同体（AI'.¥lOj 経済面で，とくに外資が関係してし、る腐敗が比

rJ-1 ,,iと委員会！？討J－での PrnhhuV. l¥foh1a en発，＼ 較的Fレたし、ρは、k：ゎ；資本が相対的に強いことと，
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た，n－日白jη i＇が‘志il;H1，権限・性格などに疑問が rn:nで，大規候次贈賄をふくむなりふりか主わな
1'l'1きll，その主主数年放問さjLたC liH年乃 Jl；こや ¥ 激烈なインド市場熊得競争がfl＜＂.んどもみ r,i ct仁
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H Jl i二法案ノJL通過したηLか L, : u, I大衆山氏 ナンアや年 ｛OlJ坊ii'とけ照的であるo

f1U人｜制度内機能・任命なぞに Jパ、「＂； f1 I: _J-i ＇、 政治丈化的fWJ1ffiどLてドt，人‘衆の反腐敗怠識は

ても民三両方日I＇，；ミ＿：／ L.てL、る川、.lO〕 ←1でi：品、なりおし、どいうこ左である。長自民i也統治
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川山，，】 Law,l'Wl）を， ！｝－ン々ー十ム公民主の勧？， かi.,:f）定若してきたどみムれるσ このことに同連

を寸＇IIとり入れては，;I奇 L,*1iたな反腐敗d、（:¥nti会 L C、マハトマ．力、ンジ一i土，席！攻こそインドσ〉

（口rn tic〕n[., 

;5二（－＿守 イ＞ドfミ？士 ／｝； (The仁川日pa日ic兄［Arneみnd- カ‘（tたカ‘’ fンドの大f殺にit二うしたマハトマの

m町1tJAct, 1%1i）を 2度にわたり改訂して，会 i'L lfftt（／）粘神をj七千1し， iふるいは受け継いでいる者ー

による政治献金を全面的に：然11：するに子ぺたの11) がかなりあるように思われる。大衆の間にラ 岨っ

そう L寸試みの Aつである。 の理想的な政治家の婆として「強力な指導力を持

また、大庄のための道義規則を作成L，その資 f，かっ市潔（strongand clean)Jであるべきこと

産や受贈品の申告を義務づけた。 ゐゐしばしば語られるO こうした一般大衆の確信を

選挙i去を改訂して選挙用資余に A 定の上限を投 法礎とする反腐敗，意識がインド的政治文化の一部

定したの点反防敗への法制的とり組みの・つに数； を儀成している。ということは，これまで検討し

えられる。 た強力な政治的・経済的な腐敗，＇（／）訪問にもかか

二；／l「viよいずれもザ，1.,訟であるとのλも点〉る j バp 寸，示，~弱｛本であるにしても大衆のrrr1 にすで
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に，よそれを乗りこえるど化価値ぷ定むしてヤるこ

とを意味している。

個々人の反腐敗意識が，何ムがの具体的成果を

あげるためには，それが世論として結集される必

要があり、できうれtt y それル‘統－ I tてi重要）；，、発

燥していく必要害があろう。

腐敗をチヱノフする力としての世論形成に，教

脊の普及，ジγーナリスト遣のマスコモ活動がど

の程度貞献したかは明らかでない。しかし，ケ11

山ようにコミーI Lケーこョン・シスウムの発！廷を

みた時代には，反腐敗～の世論の結集は以前より

むはるかに容めにな，｝亡きた。 主た／,iii;~，，：に出i る

外国の思想、や制度などの導入も比較的符易になさ

れてし、る 腐敗を正当化し，ふとぺ、nm益計憶の
｜二からその存ずF.の什理性を説く一部アメリカの学

行らに乞持されていろ二行え方4.定着する可能Y！が

あるといえるし，また反対に、社会主義同におけ

心腐敗撲滅運到にイン λピレ ／ーじをう tt ）つ

ある大衆の！醤が，増加していわ｝，＼I)〕桁摘もで矢上

うのいずれにせよー腐敗を乗 i）心える文化f前d11'UJ;

fンド大衆のlfilにすでに存在するか人、大衆；i、

マス・コミが正確な情報を提供する限り腐敗した

政治家－、の評iilliをかえながら現実の政治経済過程

に対応していくであろう（第4次総選数〕。

（ロ） インドlt独立正左もに守植民地的，古ii近代

的，小商品生産的，国家資本主義的，大規模私経

民的のIi.つの社会・経済制度を同時mn的にかか
えることになった〔凶l〕。先に検討したように，イ

ンド的腐敗の明書、は大体このウケラードに照応し

といる。政治的，文化的要因もとれに加わり腐敗

の現われ方に多様性を増している。この多様性の

qiから，イン下型の腐敗に四つの類型を区分した

のであった。第1は，行政的腐敗，第2は，小規

慌の政治的腐敗，第：lt土，外資明腐敗、第,tiJ' 

構造的に体lf,1Jr人jにどルト・インされた「新しL、J

先進資本主義型腐敗の四つの型であった。

第 l型の腐敗は，植民地的，前近代的，小商品

的ウクラー！~＇を反映しつつ，依然として残ってお

り，／ti：愛も、ti;,H主政るであんう。しかし1950年代

後半以降，｜刻家資本主義政策の展開，外資活動の

増大，大財閥の飛羅（10成長に照応して，第HI拐、

「》第2型が，さらに60年代にはいると第3，第4

1斜の泌J＆がインドの政治・経済過程において 層

広要ttものに変化し叶つあお点につ会その基盤と

I)）関係で検討した。

そ三で， Ii腐敗運動は， i：の四つの型にそれぞ

れ対応した戦略をきめ細かに立て実施する必要が

あろう仁

すでに検討したように，政府は，腐敗を予防し，

取締全る法律および制度を設け，それらが，ある

程度まで第 l，第2の型の腐敗に対して効果をあ

げたこ去をわれわれは知っている。しかし，第：1, 

第4の引の腐敗に対してほとんど無力であ什たり

それは，それなりの体制にi人］伐する理由がf(tfL 

てし、乙てともわれわれは知〆，ている。

反腐敗運動はそこで，政府の措置をまつだけで

なく，！よく，労働者・農民および一般大衆によっ

て担われなければならないであろう。とくに，第

3，第，1の型の腐敗への反対闘争の場合にはそう

である。これまでは，どちらかといえば，少数の

ジャーナリスト，研究者，対立する派閥および野

党などの間だけで問題がとり上げられ，かれらが

運動の担い手であった。したがって反腐敗運動は

広般な大衆のエネルギーをひきだせず総選挙前後

だけの線香花火現象に終わり，腐敗の根源に手を

触れれれなか／、た。

現在の段階で，インド国民大衆の反腐敗意識が

統ぺた運動に発展していくまえに乗りこえねば
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，；にf主jd iζ ：／o I) ' 主f：本［斗γH長－＂.ンタ （［：．日＿ In-

（川mationCentre) もそ，11•. 、点、 h白 j) 1.1，、，ti金fjモりi,町内

》／グリ」 l970;¥.:,Ji I6i l点、 fノ「'il'.ri'i;Jうよう命ヒコ i;j 

ソ，－..＇.く L、リ υ

(il'24、i)wivedy, Surendranath ancl ( ；.日 Hhar-
g川 ・a.o/>. cit., p. 12 

(1 i三日i Ti1111’、リfI11di，ん l＞＜叱山11.er27, 1%K 

(i¥'2(i) ,'JJ'L1U!IJ rlifj;t,＼，命文 282' - >o 

( il'27) l lwi¥'edy, S., and ( ;_ S. Bharga¥'a, u／’ 

'1/., J，円！《ly,( ;, I¥., ojr.《・it.;My,dal, <,., pp.942~ •11:1. 

( il '.;H）’J'lu・ Journal oj the‘1¥d111inistn1ti山’ぷi
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l!l!i~. [Jp. 9～10. 

, , ¥:29) The Lokpal and Lok,tyukt,1 Bill 1968. 

13/ll入＇o.51 of 1968. 
( i+:30) たとえば，Sharan,Sarojini，“Ombudsman 

in India，” The Indian Joumal of Political Sci-

ence, Vol. ::l2, No. 2 (April-June 1971）に川題点が？主

べられてL、る。

まt：，行政改革妥員タ（AdministrativeReform 

l : o rn mission）委員長を I.:t、y K. Hanumanthaiya 

.::.. IIは参考になる（K.Hanumanthaiyaがハトナ人‘

tr J fよ研究所で行なった l議決 i.・；去今ス II.J:次の雑誌を

よ，The Journal of theιld111inist rative Sciences, 

Jan.-Dec. 1969, op. cit目）。

「大＇4!:の代理人Ji制度が， l付開および滋会の権｜浪と

中国の化学工業 神原周編

乏しい資料をフルに活用 L，数回の紡中体験を・通してあ
らゆる角度から今後とるであろう進路の傾向をひきだす

448貰／￥ 1600 

東南アジアの鉱産資糠Wータイ 薗部竜一編
文献解題シリーズ第16集と Lての本奮は，第2次大戦後

の文献を対象に要約改編する。掲厳文献数は英文27緩，

和文4編，計31額。 120頁／￥ 400 

標準国際貿易商品分類（SITC,R) 

アジア経済研究所統計部訳

悶際連合刊行の“CommodityIndexes for the Stand-

ard International Trade Class（月'cation”の翻訳で，
約3方以上にのぼる個別商品名を英和対照の形に編集し

たものである 640頁／￥ 2500 

”It/Ill川川川川

•'_ l • ! .l くiること』こ対する疑義に－ ；•＿、ご次 J ）論文を

写P（＂ろ tLんし、。

Sathe, S. P.，“Lo主paland Lokayukta: The Indian 

( hnhudsman，＇’ Journal of the U niuersity of Bom-

bay; 1lrts Humanities and Soc1・d Sciences, Vol. 

:18目 No.74 (October 1969), p. 268. 

Minathur, M. A., ＇‘Ombudsman in Inclia，＇’ The 

Supreme Court Journal, Vol. 38 (1968), p. 37. 

Tripathi, P. K.，“Lokpal : The Proposecl Indian 

( )ml,wlsrnan，” Journal of the Indian Law Insti-

lute, Vol. 9 (April-June 1967), pp. 13!3～1:32. 

UJ:31) ！己的彦努j「後進国における凶家資本主義J

（『託iii学lllfi誌』 48巻 1・2~J 19631[ 2 JJりん

（調盗研究部）

パキスタンの企業 山上達人著

個別企業の特徴を数個の指標で析出，その前提として，

全建策を具体的数字に基づいて概観し，産業部門5.11]パラ

γスシートを分析する 360貰／￥ 1000 

国際政治と中国 G・クラーク著
オーストラリア外交から見る松本繁一訳

「中間は脅威かj一一一これまでのところ本書ほど広い視

野からこの問題を論じ，包括的，実証的に「中間の侵略

性j ぞいろ神話をうちくだいているものはない。

390頁／￥ 500 
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